
 

 

 

 

 

 

  方位解析の基礎 

  多結晶、極点図、逆極点図、ODF図表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２４年１０月１３日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 前回単結晶の極点図、逆極点図、ＯＤＦ図の描画を扱った。 

 今回、Ｇｏｓｓ＋Ｃｏｐｐｅｒ方位を扱ってみます。 

 ＦＣＣのＧｏｓｓ＋ＣｏｐｐｅｒのＳｃｈｍｉｄ因子の計算を行う。 

単体のＧｏｓｓとＣｏｐｐｅｒのＳｃｈｍｉｄ因子は、 

 Ｇｏｓｓ単体の引っ張り 

  

 Ｃｏｐｐｅｒ単体の引っ張り 

  

 

以下にＧｏｓｓとＣｏｐｐｅｒの極点図を合成し、ＯＤＦ解析後Ｇｏｓｓ＋Ｃｏｐｐｅｒの 

Ｓｃｈｍｉｄ因子計算を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｇｏｓｓ方位｛１１０｝＜００１＞の極点図 

 

Ｃｏｐｐｅｒ方位｛１１２｝＜－１－１１＞ 

 

ＣｏｐｐｅｒのOrthorhombic化 

 

 

Ｇｏｓｓ＋Ｃｏｐｐｅｒ極点図 

 

 

 

 

 

 



多結晶のＳｃｈｍｉｄ因子計算は方位のＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算が必要 

 

の極点図からＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算を行う。 

以下はＬａｂｏＴｅｘによるＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

 

 

 



Ｓｃｈｍｉｄ因子計算 

引っ張り     ＬａｂｏＴｅのＶＦ結果 

 

引っ張り＋圧縮 

 

 



手順 

Ｇｏｓｓ、Ｃｏｐｐｅｒ極点図作成 

 ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎソフトウエア 

Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ変換  

 ＰＦＲｏｔａｔｉｏｎソフトウエアにて，ｔｏＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ化 

Ｇｏｓｓ＋Ｃｏｐｐｅｒ 

 ＡｄｄｉｎｇＰｏｌｅソフトウエアで加算 

ＬａｂｏＴｅｘ入力データ 

 ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエア 

Ｓｃｈｍｉｄ因子計算 

 ＢＣＣＳｃｈｍｉｄＦａｃｔｏｒＣａｌｃソフトウエア 

 

 

 

 


